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唐
通
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由
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書
」
考
若
木
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一
R
e
f
e
r
e
n
c
e
 
t
o
 
"
T
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u
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(
唐
通
事
由
来
書
)
"
T
a
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h
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W
A
K
A
K
I
一
 
は
じ
め
に
長
崎
県
立
図
書
館
(
渡
辺
文
庫
「
c
o
」
)
蔵
の
写
本
一
冊
(
仮
綴
)
の
「
唐
通
事
由
来
書
」
は
、
唐
通
事
改
め
に
際
し
て
長
崎
奉
行
所
に
提
出
し
た
上
申
書
の
下
書
き
と
推
測
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
｡
書
型
は
大
本
(
二
四
、
六
セ
ン
チ
×
一
七
、
四
セ
ン
チ
)
で
紙
緩
り
で
仮
綴
じ
さ
れ
て
い
る
(
写
真
参
照
)
｡
本
資
料
に
は
執
筆
者
の
署
名
は
な
-
記
録
者
未
詳
で
あ
る
｡
次
に
全
文
を
翻
刻
し
、
内
容
を
吟
味
し
、
資
料
の
性
格
を
考
察
し
て
み
た
い
と
恩
う
｡
異
文
化
交
流
に
携
わ
っ
た
言
語
を
扱
う
職
業
人
と
し
て
の
唐
通
事
の
役
割
、
歴
史
、
あ
る
い
は
人
間
と
し
て
の
衿
持
な
ど
ま
で
窺
え
る
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
｡
そ
の
性
格
上
、
必
ず
し
も
正
確
な
記
録
と
は
い
い
が
た
い
が
、
唐
通
事
集
団
の
時
代
認
識
と
し
て
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
｡
上
書
唐
通
事
由
来
書
一
私
共
通
事
先
祖
之
儀
者
明
官
之
者
二
而
清
朝
[
閲
]
創
業
之
折
[
日
本
之
御
地
江
罷
成
]
軍
議
之
志
願
有
之
日
本
之
御
地
江
罷
渡
居
候
虞迫
々
住
宅
御
免
通
事
役
被
仰
付
其
頃
専
ら
切
支
丹
宗
門
之
者
桐
く
御
制
禁被
仰
出
候
へ
と
も
西
洋
人
[
之
諸
国
p
]
並
唐
人
共
之
内
こ
も
天
主
教
之
輩
有
之
通
商
之
[
唐
人
共
へ
]
者
へ
紛
れ
罷
渡
[
日
本
之
武
具
密
に
本
国
へ
持
帰
]
候
段
被
為
聞
召
唐
船
渡
海
御
停
止
被
仰
出
度
右
邪
宗
外
之
唐
人
共
混
す
ら
御
愁
訴
中
上
候
付
住
宅
唐
人
共
篤
と
相
礼
合
急
度
御
国
法
相
守
候
者
共
通
商
之
儀
御
願
申
I
l
-
二
「
上
書
唐
通
事
由
来
書
」
「唐通事由来書」写本一冊
(長崎県立図書館所蔵)
若木太一
上
度
唐
船
請
人
と
申
者
を
御
立
被
置
右
邪
正
」
(
一
オ
)
御
礼
方
被
仰
付
通
商
御
免
[
被
仰
付
候
]
被
為
遊
候
義
二
御
座
候
其
後
[
p
今
以
]
唐
船
大
津
之
時
々
本
船
迄
罷
越
宗
門
人
物
等
相
改
猶
又
異
国
之
風
説
承
り
言
上
仕
候
役
目
二
被
仰
付
候
且
又
唐
人
共
不
法
有
之
候
節
者
時
々
罷
出
制
方
仕
御
法
令
筋
示
方
行
届
候
段
[
辱
も
]
東
照
宮
様
被
為
達
高
聴
住
宅
唐
人
之
内
参
州
岡
崎
之
御
城
江
被
召
出
御
目
見
被
仰
付
長
崎
稲
佐
郷
こ
お
い
て
1
寓
坪
之
地
面
拝
領
被
仰
付
則
御
朱
印
被
下
置
猶
又
御
老
中
様
」
(
l
ウ
)
御
添
翰
被
成
下
唐
年
行
司
と
申
役
名
始
而
蒙
仰
候
唐
人
共
邪
宗
者
勿
論
一
切
不
法
無
之
様
制
方
仕
候
様
被
仰
付
外
住
[
宅
]
居
之
者数
輩
唐
年
行
司
同
役
二
罷
成
其
後
内
通
事
小
頭
等
数
人
被
仰
付
勤
功
二
因
而
諸
所
こ
お
い
て
地
面
拝
領
仕
候
右
二
付
寛
文
十
三
丑
年
安
禅
寺
御
宮
御
造
営
之
節
為
冥
加
御
内
陣
江
金
御
燈
龍
井
御
廊
下
脇
石
御
手
水
鉢
石
御
燈
龍
等
[
東
叡
山
宮
様
へ
]
御
免
之
上
献
備
仕
候
義
二
御
座
候
」
(
二
オ
)
7
明
暦
元
未
年
唐
僧
隠
元
国
師
出
府
之
節
者
彰
城
久
兵
衛
附
添
罷
越
於
[
御
三
代
様
]
御
前
御
問
答
通
弁
相
勤
御
紋
服
等
拝
領
仕
候
義
二
御
座
候
一
寛
文
五
巳
年
儒
者
唐
人
朱
舜
水
出
府
之
節
高
尾
嘉
左
衛
門
附
添
罷
越
-
二
-
水
戸
黄
門
様
p
御
尋
事
有
之
三
ヶ
年
滞
留
被
仰
付
御
紋
付
御
上
下
」
(
二
ウ
)
御
時
服
御
盃
等
拝
領
仕
候
義
二
御
座
候
[
昔
時
之
事
に
か
へ
候
事
]
一
宝
永
五
子
年
薩
州
p
送
来
候
異
人
江
府
二
而
御
吟
味
之
節
穎
川
藤
左
衛
門
差
添
罷
出
御
吟
味
相
済
於
御
城
御
紋
付
御
羽
織
御
垢
付
御
惟
子
外
二
黄
金
七
枚
拝
領
仕
候
義
二
御
座
候
〓
享
保
十
四
酉
年
象
御
用
之
節
清
河
歌
之
助
差
添
出
府
仕
」
(
三
オ
)
無
滞
相
勤
候
付
御
紋
服
拝
領
仕
候
義
二
御
座
候
一
惣
而
通
事
之
役
名
者
於
日
本
往
古
鴻
腫
館
通
事
舎
人
御
立
有
之
於
唐
園
も
苫
清
朝
迄
も
[
同
様
二
而
大
滝
腫
者
大
通
事
小
滝
膿
者
小
通
事
二
而
]
通
事
之
儀
ハ
鴻
腫
付
属
官
之
役
二
而
品
級
之
官
員
相
備
有
之
尤
他
邦
之
舌
官
者
通
詞
と
相
唱
候
へ
と
も
私
共
義
右
鴻
腫
館
之
位
格
を
以
通
事
と
相
唱
へ
候
様
被
仰
付
置
候
付
唐
人
共
唯
今
二
至
迄
尊
敬
仕
則
通
事
老
夢
と
相
唱
釆
唐
図
才
願
書
並
[
諸
船
主
と
も
]
来
朝
之
唐
人
請
願
書
ニ
[
者
]
も
通
事
老
多
才
[
と
]
[
相
認
御
奉
行
所
]
[
王
上
江
]
被
仰
上
皮
と
の
文
面
二
両
差
上
来
候
虞
寛
政
年
中
之
頃
王
上
と
和
解
い
た
し
候
而
者
江
府
取
上
之
節
差
支
候
間
讃
文
者
其
侭
二
差
置
和
解
斗
り
御
奉
行
所
と
認
候
様
」
(
三
り
)
被
仰
付
置
候
義
二
御
座
候
従
来
通
事
之
儀
者
唐
囲
江
[
相
]
御
達
し
二
相
成
候
「唐通事由来書」考
書
面
井
再
渡
之
[
信
牌
]
割
符
御
与
被
遊
候
[
割
符
]
信
牌
江
大
小
通
事
姓
氏
書
載
仕
其
外
御
法
令
筋
唐
人
江
相
掛
り
候
義
者
私
共
を
以
被
仰
渡
候
義
二
御
座
候
付
唐
[
商
共
]
図
二
両
も
格
別
重
-
相
心
得
罷
在
候
得
者
私
共
身
分
苫
地
限
り
之
儀
二
無
御
座
異
邦
江
相
郷
音
候
義
二
御
座
候
へ
者
御
復
威
格
別
厚
く
相
頂
き
不
申
候
而
者
不
相
叶
勤
柄
[
御
座
候
付
]
ニ
而
殊
更
交
易
之
基
ひ
取
計
ひ
候
身
分
二
御
座
候
へ
者
何
卒
外
地
役
人
と
差
別
御
座
候
[
様
]
訳
乍
恐
御
鑑
察
之
程
偏
二
奉
願
候
」
(
四
オ
)
1
唐
人
屋
敷
通
事
役
所
之
義
を
唐
人
共
公
望
と
唱
へ
候
者
御
公
儀
御
用
向
を
相
達
候
御
用
所
二
而
右
者
唐
園
迄
も
大
切
二
存
し
候
故
諸
船
主
毎
日
早
堂
と
唱
へ
朝
五
ツ
頃
p
午
刻
頃
迄
相
揃
出
仕
罷
在
昼
p
午
堂
と
唱
へ
又
々
暮
七
ツ
頃
迄
出
仕
廿
御
用
を
承
り
申
候
毎
月
朔
望
井
五
節
句
ハ
御
公
儀
江
祝
詞
之
御
躍
中
上
候
節
詰
合
之
通
事
其
樽
を
請
申
候
殊
二
私
共
目
附
大
小
通
事
井
小
通
事
並
迄
者
公
望
へ
」
(
四
り
)
参
候
節
時
之
船
主
財
副
共
1
統
別
而
恭
-
逓
送
仕
候
是
全
-
日
本
之
御
威
光
を
重
ん
し
候
事
二
而
御
座
候
一
鉢
右
様
之
種
儀
作
法
私
共
p
指
揮
仕
候
義
二
付
[
身
分
]
幼
年
之
頃
p
専
ら
心
掛
撃
問
出
精
為
仕
義
二
御
座
候
乍
恐
此
段
以
書
面
奉
中
上
候
」
(
五
オ
)
※
[
]
内
の
語
句
は
棒
線
で
消
さ
れ
て
い
る
部
分
｡
※
原
文
に
は
丁
付
は
な
い
が
翻
字
に
際
し
付
し
た
｡
三
「
唐
通
事
由
来
書
」
の
内
容
と
唐
通
事
史
唐
通
事
の
発
生
に
つ
い
て
は
『
長
崎
実
録
大
成
』
十
巻
「
唐
通
事
始
之
事
」
に
慶
長
九
年
(
一
六
〇
四
)
に
鳩
六
と
い
う
唐
人
に
「
通
事
役
」
を
命
じ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
記
し
て
い
る
｡
そ
の
後
馬
田
日
日
人
が
加
え
ら
れ
二
人
と
な
り
、
寛
永
四
年
(
一
六
二
七
)
に
四
人
と
な
り
、
同
一
七
年
に
大
通
事
四
人
制
、
万
治
元
年
(
一
六
五
八
)
に
小
通
事
が
制
度
化
さ
れ
る
な
ど
、
唐
通
事
に
つ
い
て
の
略
史
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡
ま
た
、
『
詳
詞
統
譜
』
の
「
唐
通
事
始
之
由
緒
」
に
は
長
崎
奉
行
小
笠
原
一
庵
(
慶
長
八
年
～
同
一
〇
年
)
が
鳩
六
の
人
品
を
見
て
任
命
し
た
と
記
す
｡
「
我
ガ
官
二
従
テ
通
訳
ス
ル
明
客
ノ
履
歴
ヲ
点
検
シ
」
「
役
務
上
能
ク
内
外
ノ
事
情
二
練
達
シ
、
廉
潔
忠
亮
」
な
る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
み
て
大
通
事
に
任
じ
た
と
す
る
｡
こ
の
よ
う
な
「
唐
通
事
」
の
職
制
の
開
始
、
設
置
の
意
味
、
そ
の
制
度
の
変
遷
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
の
資
料
は
多
-
の
歴
史
的
な
事
実
を
語
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
｡
日
中
の
言
語
交
流
を
可
能
に
し
た
重
要
な
通
訳
業
務
を
担
っ
た
職
業
集
団
の
成
立
過
程
で
も
あ
る
｡
以
下
、
冒
頭
か
ら
原
文
に
従
っ
て
順
次
吟
味
を
試
み
る
｡
◆
「
私
共
通
事
先
祖
之
儀
者
明
官
之
者
二
而
清
朝
[
開
]
創
業
之
折
[
日
本
之
御
地
江
罷
成
]
軍
議
之
志
願
有
之
日
本
之
御
地
江
罷
渡
居
候
」
『
長
崎
実
録
大
成
』
巻
十
「
唐
船
長
崎
湊
来
着
之
事
」
に
は
、
明
の
嘉
靖
、
隆
慶
の
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
日
本
の
永
禄
、
元
亀
の
こ
ろ
に
は
交
易
船
が
渡
海
し
て
い
た
が
、
万
暦
、
崇
禎
す
な
わ
ち
日
本
の
天
正
か
ら
慶
長
の
こ
ろ
!
i
i
i
!
若木太一
明
清
の
兵
乱
が
起
こ
っ
て
、
貿
易
商
人
に
か
ぎ
ら
ず
騒
乱
を
逃
れ
、
家
資
財
物
を
携
え
て
長
崎
に
至
り
、
居
住
を
願
う
唐
人
が
多
か
っ
た
｡
ほ
か
に
も
薩
摩
、
阿
久
根
、
博
多
、
豊
後
府
内
、
五
島
、
平
戸
、
大
村
な
ど
諸
所
に
漂
着
し
た
が
、
長
崎
港
へ
の
着
船
が
多
-
、
諸
用
繁
多
の
ゆ
え
唐
通
事
役
が
設
置
さ
れ
る
に
至
っ
た
、
と
記
す
｡
崇
禎
一
七
年
す
な
わ
ち
日
本
の
正
保
元
年
(
1
六
四
四
)
清
が
進
攻
し
て
北
京
に
都
を
定
め
た
｡
明
の
永
明
王
は
ビ
ル
マ
に
逃
走
し
た
が
、
や
が
て
永
暦
一
六
年
す
な
わ
ち
寛
文
二
午
(
一
六
六
二
)
に
捕
ら
え
ら
れ
て
没
し
た
｡
黄
葉
宗
の
隠
元
禅
師
、
儒
者
朱
子
稔
の
来
朝
、
鄭
芝
竜
、
鄭
成
功
が
明
朝
の
再
興
を
夢
見
て
東
ア
ジ
ア
の
海
域
を
遍
歴
、
闘
争
し
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
｡
◆
「
迫
々
住
宅
御
免
通
事
役
被
仰
付
其
頃
専
ら
切
支
丹
宗
門
之
者
桐
-
御
制
禁
被
仰
出
候
へ
と
も
～
右
邪
宗
外
之
唐
人
共
混
す
ら
御
愁
訴
申
上
候
付
」
長
崎
へ
渡
来
し
た
唐
人
た
ち
は
定
住
を
願
っ
て
「
住
宅
御
免
」
の
許
可
を
え
る
た
め
「
通
事
役
」
に
つ
い
た
｡
い
う
ま
で
も
な
-
切
支
丹
宗
門
御
制
禁
の
鎖
国
時
代
で
あ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
み
な
ら
ず
通
商
に
紛
れ
て
唐
人
の
信
者
も
渡
来
す
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
｡
通
商
の
唐
船
で
あ
れ
、
乗
船
者
の
吟
味
の
た
め
に
通
事
役
が
必
要
で
あ
っ
た
｡
こ
れ
は
後
に
「
目
明
か
し
唐
人
」
と
呼
ば
れ
る
職
種
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
初
期
に
お
い
て
は
職
域
が
広
範
に
及
ん
で
い
た
O
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
1
の
寛
文
三
年
(
一
六
六
三
)
六
月
二
九
日
の
条
に
、
火
事
で
焼
け
出
さ
れ
た
「
め
あ
か
し
唐
人
」
三
人
の
た
め
に
年
行
司
か
ら
奉
行
所
家
老
へ
提
出
し
た
家
屋
敷
を
請
う
請
願
書
の
控
え
が
兄
い
だ
せ
る
｡
「
覚
/
一
め
あ
か
し
唐
人
黄
五
官
楊
六
官
周
辰
宮
/
右
三
人
者
、
前
廉
広
東
p
罷
渡
り
申
候
-
四
-
糊
、
嘗
分
被
召
置
候
所
無
御
座
候
二
付
、
黄
五
官
者
穎
川
官
兵
衛
二
御
預
ケ
被
成
候
、
楊
六
官
ハ
穎
川
藤
左
衛
門
江
御
預
ケ
被
成
候
、
周
辰
官
ハ
林
仁
兵
衛
江
御
預
被
成
候
(
後
略
)
」
な
ど
と
あ
る
｡
こ
の
う
ち
古
川
町
住
の
周
辰
官
は
万
治
三
年
に
酒
で
酔
狂
を
は
た
ら
き
町
内
預
け
と
な
っ
て
い
た
が
、
正
気
に
戻
っ
た
の
で
御
赦
免
い
た
だ
き
元
の
仕
事
に
戻
さ
れ
る
よ
う
に
と
、
通
事
仲
間
か
ら
奉
行
に
請
願
し
て
い
る
｡
ま
た
、
こ
の
男
は
寛
文
一
〇
年
(
一
六
七
〇
)
五
月
一
三
日
、
御
公
儀
よ
り
六
人
扶
持
を
頂
い
て
い
る
け
れ
ど
も
家
族
九
人
を
養
え
な
い
の
で
米
拝
借
の
請
願
書
を
差
し
出
し
て
い
る
｡
奉
行
は
大
通
事
、
年
行
司
ら
を
呼
び
出
し
、
「
目
明
か
し
唐
人
」
周
辰
官
の
身
元
を
詮
索
し
直
し
、
な
ぜ
切
支
丹
に
な
っ
た
か
な
ど
に
つ
い
て
「
口
書
」
を
作
ら
せ
、
吟
味
し
て
い
る
｡
こ
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
唐
通
事
の
役
職
な
ど
の
外
、
渡
来
中
国
人
の
扱
い
、
公
職
採
用
に
つ
い
て
は
注
意
探
-
行
わ
れ
て
い
る
｡
◆
「
住
宅
唐
人
共
篤
と
相
礼
合
急
度
御
国
法
相
守
候
者
共
通
商
之
儀
御
願
申
上
皮
唐
船
請
人
と
中
老
を
御
立
被
置
」
「
住
宅
唐
人
」
と
は
『
長
崎
実
録
大
成
』
巻
十
「
日
本
住
居
唐
人
之
事
」
に
も
高
嘉
覚
、
林
公
王
、
陳
沖
一
な
ど
三
十
五
家
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
長
崎
に
居
住
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
た
者
を
い
う
｡
交
易
の
た
め
に
や
っ
て
来
て
取
引
が
済
め
ば
帰
る
貿
易
商
人
は
客
商
、
来
泊
唐
人
と
称
し
、
こ
れ
と
区
別
し
た
｡
多
-
は
唐
通
事
、
唐
船
請
人
、
乙
名
な
ど
を
勤
め
た
り
、
あ
る
い
は
貿
易
商
と
し
て
活
動
し
た
｡
日
本
女
性
と
結
婚
し
て
家
庭
を
も
ち
、
や
が
て
多
-
は
定
住
、
帰
化
し
た
｡
二
世
以
降
は
ふ
だ
ん
は
日
本
名
を
名
乗
り
、
家
職
を
世
襲
し
地
役
人
な
ど
を
勤
め
た
｡
『
詳
司
統
譜
』
に
「唐通事由来書」考
は
「
住
宅
唐
人
之
覚
」
と
し
て
、
寛
永
五
年
か
ら
の
林
一
官
を
は
じ
め
、
一
〇
名
を
あ
げ
る
｡
「
唐
船
請
人
」
は
来
航
唐
人
の
身
元
を
乱
し
、
宗
門
改
め
を
行
い
、
さ
ら
に
「
異
国
之
風
説
」
を
聞
い
て
言
上
す
る
役
目
で
、
つ
ま
り
唐
船
の
身
元
を
責
任
を
も
っ
て
引
き
受
け
た
｡
『
詳
司
統
譜
』
の
「
由
緒
」
に
は
寛
永
一
二
年
(
一
六
三
五
)
以
降
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
｡
「
唐
船
数
般
渡
海
仕
候
虞
其
内
切
支
丹
類
族
之
者
過
半
唐
人
二
紛
込
-
罷
渡
日
本
二
武
道
貝
等
本
国
ヱ
密
二
持
帰
候
段
被
聞
召
候
唐
船
渡
海
急
度
御
停
止
被
仰
付
候
然
所
御
法
度
外
二
唐
人
共
御
歎
中
上
候
二
付
御
苫
地
住
宅
唐
人
共
ヨ
リ
請
合
証
文
於
差
上
候
ハ
賓
鉢
二
唐
人
斗
渡
海
御
赦
免
可
被
仰
付
候
旨
被
仰
出
候
二
付
数
般
二
唐
人
共
住
宅
唐
人
方
へ
参
此
節
請
人
二
罷
立
呉
候
様
再
三
相
頼
候
得
共
其
節
者
住
宅
御
赦
免
之
潮
」
で
あ
っ
た
た
め
請
け
合
い
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
｡
そ
こ
で
唐
人
共
同
で
趣
旨
を
請
願
し
、
江
府
か
ら
の
許
し
を
得
て
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
｡
始
め
蕉
三
宮
、
寛
文
二
年
に
陳
九
官
ら
住
宅
唐
人
六
家
が
選
ば
れ
、
世
襲
的
に
勤
め
て
い
る
｡
し
か
し
こ
の
制
度
は
明
和
元
年
(
一
七
六
四
)
九
月
一
八
日
、
役
名
を
「
内
通
事
小
頭
見
習
末
席
」
と
改
め
ら
れ
た
｡
◆
「
住
宅
唐
人
之
内
参
州
岡
崎
之
御
城
江
被
召
出
御
目
見
被
仰
付
長
崎
稲
佐
郷
こ
お
い
て
一
高
坪
之
地
面
拝
領
被
仰
付
則
御
朱
印
被
下
置
」
住
宅
唐
人
で
参
河
へ
召
し
出
さ
れ
た
人
物
は
未
詳
で
あ
る
が
、
稲
佐
郷
に
一
万
坪
を
拝
領
し
た
と
い
う
の
は
浄
土
宗
の
終
南
山
悟
真
寺
の
こ
と
で
あ
る
｡
『
長
崎
実
録
大
成
』
巻
五
に
よ
れ
ば
、
慶
長
三
年
(
一
五
九
八
)
の
開
創
で
、
唐
商
欧
華
芋
の
埋
葬
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
と
す
る
｡
そ
の
後
在
留
唐
人
の
菩
提
寺
と
な
っ
た
｡
し
か
し
、
こ
の
記
事
は
誤
り
で
あ
ろ
う
｡
欧
華
芋
は
慶
長
一
九
年
正
月
十
一
日
付
け
で
交
比
国
と
の
交
易
を
許
す
御
朱
印
状
を
駿
府
か
ら
賜
っ
て
い
る
(
『
異
国
渡
海
御
朱
印
帳
』
)
｡
ま
た
、
彼
の
没
年
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
元
和
五
、
六
年
(
一
六
一
九
～
一
六
二
〇
)
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
(
荏
-
)
｡
悟
真
寺
に
現
存
す
る
欧
華
芋
の
墓
碑
は
後
年
の
承
応
元
年
(
一
六
五
二
)
一
二
月
二
二
日
に
建
て
ら
れ
た
も
の
と
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
異
説
が
あ
る
(
注
2
)
｡
◆
「
唐
年
行
司
と
申
役
名
始
而
蒙
仰
候
唐
人
共
邪
宗
者
勿
論
一
切
不
法
無
之
様
制
方
仕
候
様
被
仰
付
」
「
唐
年
行
司
」
の
役
は
唐
人
の
信
仰
、
倫
理
な
ど
公
私
の
職
業
・
生
活
面
で
の
取
り
締
ま
り
に
携
わ
る
｡
『
詳
司
統
譜
』
に
よ
れ
ば
慶
長
年
中
よ
り
住
宅
唐
人
に
命
じ
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
す
る
｡
寛
永
1
二
年
(
一
六
三
五
)
、
榊
原
、
仙
石
両
奉
行
よ
り
欧
陽
雲
量
ら
六
人
が
任
命
さ
れ
、
翌
年
林
氏
が
加
え
ら
れ
七
家
と
な
り
、
慶
安
～
延
宝
年
間
に
王
氏
な
ど
五
家
が
加
え
ら
れ
て
、
世
襲
的
に
営
ま
れ
た
｡
ま
た
「
内
通
事
小
頭
」
は
寛
文
六
年
(
一
六
六
六
)
に
一
六
八
人
が
存
在
し
た
が
、
こ
れ
を
南
京
方
(
小
頭
二
名
)
・
福
州
方
(
小
頭
一
名
)
・
泉
州
方
(
小
頭
三
名
)
に
振
り
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
小
頭
を
お
い
て
統
率
さ
せ
た
｡
◆
「
明
暦
元
末
年
唐
僧
隠
元
国
師
出
府
之
節
者
彰
城
久
兵
衛
附
添
罷
越
」
唐
僧
隠
元
が
長
崎
に
渡
来
し
た
の
は
、
承
応
三
年
(
一
六
五
四
)
七
月
五
日
で
あ
っ
た
｡
黄
葉
宗
の
高
僧
と
し
て
興
福
寺
に
迎
え
ら
れ
、
絶
大
な
信
仰
が
よ
せ
ら
れ
た
(
注
4
)
｡
そ
の
後
、
大
坂
高
槻
の
普
門
寺
か
ら
の
-
五
-
若木太一
招
請
に
応
じ
て
、
明
暦
元
年
(
一
六
五
五
)
八
月
九
日
、
長
崎
を
発
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
お
り
通
事
と
し
て
劉
1
水
の
息
子
彰
城
宣
義
(
l
六
三
三
-
一
六
九
五
)
が
内
通
事
と
し
て
付
き
添
っ
た
(
注
5
)
｡
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
一
の
寛
文
三
年
(
1
六
六
三
)
八
月
七
日
の
条
に
即
非
禅
師
の
通
事
と
し
て
劉
蝦
壷
の
息
子
の
彰
城
久
兵
衛
(
l
六
三
九
I
l
七
〇
八
)
が
同
行
し
た
記
事
が
出
る
｡
本
資
料
は
こ
の
両
者
を
混
同
し
て
い
る
｡
◆
「
寛
文
五
巳
年
儒
者
唐
人
朱
舜
水
出
府
之
節
高
尾
嘉
左
衛
門
附
添
罷
越
」
朱
舜
水
は
た
び
た
び
長
崎
を
訪
れ
て
い
る
が
、
こ
の
地
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
に
な
る
の
は
万
治
二
年
(
一
六
五
九
)
冬
の
こ
ろ
と
恩
わ
れ
る
｡
翌
年
秋
冬
の
こ
ろ
柳
川
の
安
東
省
庵
が
長
崎
を
訪
れ
、
舜
水
と
会
い
、
そ
の
後
も
生
活
上
の
援
助
を
行
う
と
と
も
に
柳
川
へ
の
招
稗
を
促
し
て
い
る
｡
寛
文
四
年
(
一
六
六
四
)
秋
、
水
戸
光
園
の
使
者
小
宅
生
順
が
長
崎
に
き
て
舜
水
と
会
見
し
、
翌
寛
文
五
年
六
月
、
舜
水
は
東
上
し
た
｡
そ
の
お
り
高
尾
兵
左
衛
門
が
内
通
事
と
し
て
同
行
し
た
｡
本
資
料
に
は
「
嘉
左
衛
門
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
四
代
目
元
裏
、
号
耕
甫
の
俗
名
で
あ
り
、
誤
っ
て
い
る
｡
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
一
の
寛
文
七
年
(
一
六
六
七
)
閏
二
月
八
日
の
条
に
、
「
高
尾
兵
左
衛
門
従
水
戸
様
首
尾
能
御
暇
被
下
、
罷
帰
り
申
候
、
同
九
日
、
高
尾
兵
左
衛
門
同
道
こ
て
御
政
所
江
罷
出
候
」
と
無
事
役
目
を
果
た
し
た
報
告
の
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
◆
「
宝
永
五
子
年
薩
州
p
送
来
候
異
人
江
府
二
而
御
吟
味
之
節
穎
川
藤
左
衛
門
差
添
罷
出
」
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
五
の
宝
永
五
年
(
一
七
〇
八
)
九
月
一
八
日
の
条
に
、
薩
摩
よ
り
異
形
の
者
一
人
が
送
ら
れ
て
来
て
、
翌
一
九
日
吟
味
、
S
B
取
り
調
べ
に
つ
き
穎
川
藤
七
が
取
り
扱
い
の
方
式
を
切
紙
に
書
き
付
け
、
差
し
出
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
｡
こ
の
資
料
で
は
藤
左
衛
門
と
す
る
が
、
実
は
前
掲
し
た
唐
人
周
辰
官
の
子
清
左
衛
門
で
大
通
事
穎
川
藤
左
衛
門
の
養
子
と
な
り
通
事
職
を
継
い
だ
人
物
で
あ
る
(
注
6
)
0
◆
「
享
保
十
四
酉
年
象
御
用
之
節
清
河
歌
之
助
差
添
出
府
仕
無
滞
相
勤
候
」
こ
れ
は
象
の
行
列
と
し
て
知
ら
れ
る
話
題
で
、
享
保
一
四
年
(
一
七
二
九
)
春
、
前
年
六
月
一
三
日
に
唐
十
五
番
船
で
も
た
ら
し
た
雌
雄
二
匹
の
象
を
届
け
に
江
戸
へ
上
が
っ
た
時
の
こ
と
を
い
う
｡
『
通
航
一
覧
』
百
七
十
五
、
百
七
十
六
「
御
所
望
象
始
末
」
に
詳
し
い
記
事
が
出
る
｡
「
清
川
歌
之
助
」
と
あ
る
が
、
小
通
事
末
席
を
勤
め
た
清
川
栄
左
衛
門
映
井
(
7
-
一
七
四
九
)
の
こ
と
で
あ
る
｡
こ
の
時
の
送
別
の
詩
文
が
長
崎
市
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
｡
張
道
智
と
い
う
漠
名
で
詩
作
を
し
、
大
潮
の
『
壇
浦
遊
草
』
に
も
そ
の
名
が
記
さ
れ
、
交
遊
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡
◆
「
惣
而
通
事
之
役
名
者
於
日
本
往
古
鴻
腫
館
通
事
舎
人
御
立
有
之
於
唐
園
も
苫
清
朝
迄
も
[
同
様
二
而
大
滝
勝
者
大
通
事
小
滝
腫
者
小
通
事
二
而
]
通
事
之
儀
ハ
鴻
膿
付
属
官
之
役
二
而
品
級
之
官
員
相
備
有
之
」
古
代
の
朝
鮮
半
島
、
中
国
大
陸
と
の
通
交
に
際
し
て
は
、
外
国
使
節
の
饗
応
に
付
さ
れ
た
客
館
と
し
て
唐
風
の
鴻
腫
館
を
設
け
て
丁
重
に
行
わ
れ
て
い
た
｡
九
州
で
は
大
宰
府
、
福
岡
の
城
内
に
そ
の
跡
が
知
ら
れ
る
｡
通
事
職
は
「
鴻
膿
付
属
官
」
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
外
夷
相
手
の
「
舌
官
」
は
「
通
詞
」
と
称
し
て
い
る
の
に
た
い
し
、
唐
方
に
お
い
て
は
往
古
の
「
鴻
膿
館
之
位
格
」
を
も
っ
て
「
通
事
」
と
唱
え
敬
意
を
受
け
、
ま
た
外
交
文
書
の
和
解
(
わ
げ
)
、
信
牌
の
発
行
、
法
令
の
交
付
に
つ
い
て
も
重
「唐通事由来書」考
ん
じ
ら
れ
格
別
厚
い
待
遇
に
感
謝
し
て
い
る
こ
と
を
記
す
｡
し
か
し
徳
川
時
代
に
至
っ
て
設
け
ら
れ
た
唐
通
事
の
制
度
に
お
い
て
は
、
そ
の
身
分
、
待
遇
は
地
役
人
級
で
、
一
部
の
大
通
事
を
の
ぞ
け
ば
極
め
て
薄
給
で
あ
っ
た
｡
こ
こ
で
は
待
遇
に
お
い
て
地
役
人
と
の
「
差
別
」
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
強
調
し
て
い
る
｡
◆
「
唐
人
屋
敷
通
事
役
所
之
義
を
唐
人
共
公
望
と
唱
へ
候
者
御
公
儀
御
用
向
を
相
達
候
」
唐
人
屋
敷
は
元
禄
二
年
(
一
六
八
九
)
四
月
に
設
立
さ
れ
た
(
注
7
)
｡
十
善
寺
郷
御
薬
園
の
地
お
よ
そ
九
三
七
三
坪
、
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
に
二
階
建
の
屋
敷
が
並
び
、
土
神
両
、
天
后
堂
、
観
音
堂
、
霊
魂
堂
な
ど
が
祭
ら
れ
て
い
る
｡
唐
人
屋
敷
で
は
乙
名
四
名
の
は
か
組
頭
、
筆
者
十
一
名
、
日
行
使
二
名
、
台
所
番
二
名
、
内
外
小
便
一
三
名
、
辻
番
八
名
な
ど
が
勤
め
、
唐
人
屋
敷
詰
め
の
唐
通
事
が
い
た
｡
滞
在
中
の
唐
人
船
主
た
ち
は
「
公
望
」
「
早
望
」
「
午
堂
」
と
称
し
て
出
仕
し
、
五
節
句
に
は
御
公
儀
へ
祝
い
物
を
も
っ
て
御
礼
に
参
上
し
、
ま
た
目
付
・
大
・
小
唐
通
事
が
「
公
望
」
へ
赴
い
た
際
は
敬
意
を
も
っ
て
迎
え
る
｡
日
本
の
御
威
光
を
重
ん
じ
、
礼
儀
、
作
法
等
の
指
揮
が
可
能
な
の
は
、
す
べ
て
唐
通
事
と
し
て
の
幼
年
か
ら
の
学
問
精
励
に
よ
る
も
の
で
す
、
と
記
し
て
い
る
｡
四
資
料
の
性
格
こ
の
資
料
は
、
始
め
に
記
し
た
よ
う
に
筆
者
未
詳
で
あ
る
｡
し
か
し
、
「
私
共
目
附
大
小
通
事
」
と
あ
り
、
唐
通
事
目
附
の
役
職
者
で
あ
る
こ
と
が
判
る
｡
ま
た
、
執
筆
年
代
に
つ
い
て
は
「
寛
政
」
以
降
で
、
こ
れ
よ
り
相
当
下
る
か
も
知
れ
な
い
｡
内
容
か
ら
見
て
、
唐
通
事
の
創
設
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
歴
史
的
な
身
分
、
職
制
、
役
割
な
ど
を
記
し
、
対
外
的
な
立
場
を
ま
も
り
、
職
業
と
し
て
の
唐
通
事
の
面
目
の
回
復
と
待
遇
を
改
善
し
て
も
ら
い
た
い
旨
の
請
願
書
で
あ
る
｡
実
際
に
こ
の
内
容
で
長
崎
奉
行
へ
提
出
さ
れ
た
も
の
か
、
現
在
確
認
し
て
い
な
い
が
、
今
後
の
調
査
に
ゆ
だ
ね
た
ヽ
I
O
I
V
注
(
1
)
李
献
嘩
『
長
崎
唐
人
の
研
究
』
(
一
九
九
一
年
、
親
和
銀
行
刊
)
所
収
、
第
二
「
唐
人
墓
地
と
頑
人
欧
華
芋
」
「
長
崎
頑
人
欧
華
宇
致
附
張
吉
泉
」
(
p
九
一
～
一
二
一
)
に
お
い
て
コ
ッ
ク
ス
日
記
を
引
い
て
考
証
し
て
い
る
｡
た
だ
し
、
現
存
墓
碑
に
は
「
華
宇
欧
公
之
墓
/
承
応
壬
辰
歳
拾
武
月
/
念
武
日
吉
立
衆
勘
記
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
(
注
2
)
が
、
こ
れ
は
後
の
三
十
三
回
忌
建
立
の
日
付
と
す
る
｡
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
人
と
す
る
説
も
あ
る
(
注
3
)
0
(
2
)
竹
内
光
美
・
城
田
征
義
『
長
崎
墓
所
1
覧
』
悟
真
寺
・
国
際
墓
地
篇
(
l
九
九
〇
年
、
長
崎
文
献
社
刊
)
に
写
真
と
調
査
報
告
を
掲
載
(
p
五
七
、
六
〇
)
｡
(
3
)
岩
生
成
1
「
明
末
日
本
僑
寓
支
那
人
甲
必
丹
李
丹
考
」
(
『
東
洋
撃
報
』
第
二
巻
二
号
、
1
九
三
六
年
五
月
)
｡
(
4
)
平
久
保
章
『
隠
元
』
(
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
刊
)
｡
ま
た
、
こ
れ
に
( !{ヽ(
765
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関
し
て
は
若
木
太
1
「
向
井
元
升
事
略
-
入
洛
前
後
-
」
(
『
雅
俗
』
第
三
号
、
1
九
九
六
年
刊
)
参
照
｡
宮
田
安
『
唐
通
事
家
系
論
致
』
(
長
崎
文
献
社
、
1
九
七
九
年
刊
)
｡
宮
田
安
『
唐
通
事
家
系
論
致
』
(
前
掲
書
p
三
七
-
五
三
)
｡
山
本
紀
綱
『
長
崎
唐
人
屋
敷
』
(
謙
光
社
、
一
九
八
三
年
刊
)
が
総
合
的
な
研
究
と
し
て
詳
し
い
｡
-
七
-
若木太一
[
付
記
]本
資
料
の
存
在
は
、
す
で
に
十
数
年
以
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
当
時
長
崎
大
学
教
授
で
あ
ら
れ
た
中
田
喜
勝
先
生
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
｡
筆
者
の
怠
慢
で
報
告
が
遅
れ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
｡
ま
た
、
資
料
の
閲
覧
、
掲
載
に
つ
き
お
世
話
に
な
っ
た
長
崎
県
立
図
書
館
に
感
謝
い
た
し
ま
す
｡
(
t
-
I
C
T
>
C
T
i
t
-
年
6
月
1
 
6
日
受
理
)
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